
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（大北地域） 

平成２６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 
 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 まちなかを歩こう事業 

事業主体 

（連絡先） 

大町市 

（産業観光部商工労政課） 

事業区分 １ 地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,426,793円（うち支援金：535,000円） 

●市街地への観光客の誘導 

●街並み景観の向上 

●まちなかの賑わい創出 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

まちなかで多くののれんを見るこ

とができるようになってきてお

り、来訪者を楽しませている。 

おおまちバルについては、参加店

舗や参加者から非常に良い評価を

いただいている。 

【おおまちバル】 

 

 【目標・ねらい】 

 

店舗等への装飾や「おおまちバル」を実施することによ

り、まちなかのイメージアップが図られ、回遊性を確立

することで来街者の増につながった。 

・中心市街地３地点の歩行者・自転車通行者の増 

目標 前年対比５％増 

実績 前年対比３％増 

  ※市実施の「市街地交通量調査」による   

これまで、店舗に設置した「のれん」や「格子」につい

て、一定程度の評価を受けていることから、引き続き、

市、協議会、商店街と連携し、「のれん」や「格子」を

設置することにより、まちなかのイメージアップをさら

に高め、商店街への集客につなげ、魅力ある「まち」づ

くりを進めていく。 

・のれん設置事業 

実績：平成２６年度 営業店舗３０店舗設置 

・おおまちバルの実施 

第１回 ９月 ６日（土） 参加２８店舗 

第２回 ２月１１日（水） 参加１９店舗 

・のれん設置事業については、希望者も増えているため引

き続き実施していく。 

・おおまちバルについては、他のイベントと連携すること

により相乗効果が得られるため、引き続き年２～３回程

度開催していく。 


